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第
六
奇
警

参
親

犬
正
憲

韓
九
月

盲

太

平
洋

地

域

の
探
検

-

開

巻

(中
)

､

小

j

疎

治

東
亜
の
海
岸
に
於
け
る
ア
ラ
ビ
ヤ
人
の
船
舶
の
凍
船
に
唐
い
て
安
着
民
族
の
元
図
を
支
那
本
部
に
建
て
克
時
代
に

支
那
人
の
海
上
に
措
勤
し
吾
単
底
は
我
々
日
本
人
に
在
っ
て
は
弘
安
の
戦
役
に
よ
っ
て
そ
の
失
敗
の
例
の
み
を
記
憶

す
る
が
'
忽
必
烈
汗
の
威
力
は
南
海
の
諸
島
を
征
服
朝
貢
せ
し
め
'
マ
ル
コ
'
ポ
ロ
の
南
海
航
行
は
畢
寛
そ
の
勢
力

瀞
展
の
際
に
出
凍
死
の
で
あ
る
｡
元
史
に
よ
れ
ば
そ
の
遠
征
の
最
も
著
し
き
は
華
空

l十
九
年
二

二
九
二
年
〕泉
州

か
ら
出
費
し
た
史
鞘
等
の
江
酋
湖
贋
三
省
の
兵
二
番
舟
千
腔
の
大
艦
隊
で
､
十
二
月
冬
の
北
東
気
節
風
を
利
用
し
て

支
那
南
面
を
渡

-
p
四
月
夏
の
南
西
就
節
風
に
乗
じ
て
凱
旋
し
て
ゐ
る
｡
雌
の
前
に
十
七
年
か
ら
二
十
三
年
ま
で
の

間
に
炭
末
か
ら
出
費
し
た
達
魯
花
赤
揚
庭
壁
等
の
埴
節
の
.派
遣
に
よ
っ
て
鯨
木
部
刺

S
u
m
at
ra
を
嘗
め
ス

ソ
ダ
海

峡
十
閲
の
水
貫
を
促
し
た
｡

然
れ
ど
も
支
那
民
族

の遮
洋
航
海
の
空

剛
絶
後
の
記
兼
}J
い
ふ
べ
き
は
明
の
成
組
(永
奨
帝
)
の
崎
に
建
文
帝
の
滞

外
に
迎
紅
花
か
FfJ
い
ふ
嫌
疑
yJ
武
威
を
L外
囲
に
旋
か
さ
ん
だ
す
る
鷹
巣
心
で
醸
装
し
た
所
謂
三
保
太
腹
邸
和
玉
食
弘

等
を
蓮
は
し
て
西
洋
に
通
じ
た
大
艦
隊
で
あ
る
.
明
史
寛
官
樽
の
記
載
に
よ
れ
ば

太
平
浄
地
城
の
探
検
,,
閑
髄

室

エ



i

城

壁

ハ
魯

*
H
T耽

垂

こ

永
#
三
年
六
月
命
和
及
其
簡
王
貴
弘
等
'
通
便
西
洋
'
将
士
軍
二
番
七
千
八
百
飴
<
.
多
野
金
筋
'
造
大
舶
修
四

十
四
東
署
六
十
二
,
自
蘇
州
劃
家
河
'
法
面
至
福
建
'
復
員
柑
建
玉
虎
門
揚
帆
'
骨
達
占
城
'
似
攻
覇
隆
諸
藩
国

憲
天
子
詔
.
因
給
賜
其
署
長
'
不
服
則
以
武
備
之
t

だ
い
ひ
p
金
力
}J
兵
カ
ビ
を
振
-
蒔
い
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
遣
-
方
は
支
那
の
帝
王
の
太
腹
な
塵
で
.
西
洋
の
珠
槍

船
が
海
外
の
過
剰
を
蚤
取
-
眼
で
祝
し
砥
る
の
W
は
仝
-
趣
の
選
っ
て
る
の
が
面
白
い
0

そ
の
寄
港
し
柁
土
地
に
関
す
る
記
我
は

7
桁
の
掲
観
の
遺
し
た
磁
涯
腸
壁
及
び
輩
倍
の
選
楼
勝
腎
に
群
か
甘
.
占

城
.
瓜
唾
p
償
措
(三
俳
背
)
.
退
凝
.
滞
刺
加
.
唖
魯
'
蘇
門
符
刺
'
教
伐
'
両
津
jE
t
錫
防
.
阿
枚
'
肯
位
.
溜

山
髄
幹
'
厳
法
兄
p
阿
升
.
梼
葛
刺
.
忽
魯
謹
斯
を
食
み
.
僻
に
瓜
畦
'
菌
捲
等
に
は
常
時
既
に
贋
東
及
び
時
点
<

が
多
数
移
任
し
て
ゐ
た
事
情
が
注
意
す
べ
き
で
あ
る
.
償
終
(
.I,
レ
ム
バ
ン
グ
)
に
就
い
て
馬
観
は
そ
の
今
日
の
所
謂

華
僑
の
藩
任
の
歴
史
を
語
っ
て
洪
武
年
間
に
贋
寛
人
陳
勅
裁
な
る
も
の
が
家
族
を
馨
げ
て
此
虚
に
赴
げ
で
凍
て
そ
の

頭
目
ど
な
-
'
郵
和
の
従
っ
た
時
に
同
じ
-
贋
米
人
施
進
が
之
に
代
っ
た
ど
い
ふ
｡
是
に
ょ
つ
て
察
す
れ
ば
第
十
三

世
紀
兼
の
元
入
史
間
等
の
遠
征
し
た
前
顔
に
は
既
に
移
住
が
行
ほ
れ
て
ゐ
た
こ
だ
が
想
像
さ
れ
る
｡

郵
和
の
艦
隊
の
従
っ
た
地
方
は
セ
イ
P
ソ
嶋
.
カ
リ
カ
ッ
ト
､
ホ
ル

ム
ズ
.
ア
デ
ン
に
及
び
'
鄭
和
は
二
十
飴
年

間
に
前
後
七
回
ま
で
此
等
の
地
方
を
見
舞
ひ
'
明
園
の
海
上
の
勢
力
は
速
-
印
度
洋
岸
に
波
及
し
た
｡
十
四
年
前
セ

イ
甘
ソ
嶋
の
ガ

ル

角
で
永
輩
七
年
鄭
和
第
二
回
航
海
の
紀
功
碑
(沫
'
披
期
ク
ム
ル

三
図
譜
)が
敬
見
せ
ら
れ
た
の
で

明
固
醒
降
の
運
動
の
紀
左
が
節
々
確
貨
ど
な
っ
た
o

np
怠
りの
.だ肝
臓
掛
及
び
滞
納
の
曲
叩方
だ押
上
に
駆
動
し
わ

ル
の
･は
弘
安
役
頃
か
ら
仏神
ま
つ
わハ
の
で
あ
た
ノさ

が
､
小袋
潮
Mt
呂



朱
占
城
等
に
幾
し
た
の
は
恐
ら
-
は
温
か
に
晩
-
両
津
轍
の
兼
森
だ
前
後
す
る
も
助
か
だ
推
測
さ
れ
る
0

太
申
洋
上
に
兼
来
し
た
欧
洲
諦
観
の
托
扱
者
の
先
登
は
葡
人
で
あ
っ
た
｡
歓
洲
西
南
角
に
叢
爾
た
る
小
観
を
建
て

た
葡
陶
に
不
世
出
の
傑
人
ド
ン
｡
ヘ
ン
プ
ケ
｡
エ
ル
｡
ナ
ブ
ヱ
ガ
ド
ル

H
en
ry
,
th
e
N
a
v
ig
a
t.
r
(N
a
veg
a
d
o
r)
那

第
十
五
倣
配
の
初
め
に
出
で
t

l
四

二
ハ
年
ま
で
の
間
に
航
満
探
検
の
喚
掛
に
畢
生
の
精
力
を
僻
注
し
た
結

束
k
J
し

て
･
マ
デ
ィ
ラ
二

四

一
九
年
)
ァ
ゾ
-

レ
三

7
四
三

!
年
)等
の
蓉
鬼
が
あ
っ
て
'

1
四
四

七

年

シ

テ

レ
オ

ネ
海
岸

ま
で
南
進
し
た
｡
そ
の
劫
に
常
る
ア
ン
プ
ヲ
ン
ゾ
第
五
位
が
こ
の
経
国
を
渡
永
し
た
の

で

.

-
四

八

六

年

に

萱
-

メ

･!･:

太
平
搾
地
域
の
探
検
1)閑
蟹



地

球

蟹

小
懸

軍

二
親

高

原
.

西
閲
の
臓
生
し
た

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
探
検
願
が
西
印
皮
諸
鴫
に
達
し
.
西
内
着
港
す
る
間
隙
の
義

外
な
る
成
穂
が
世
界

の
耳
目
を
斐
勃
す
-

し
こ
～
な

-
p
終
に
葡
西
南
観
問
に
新
教
見
地
の
占
有
棚
に
関
す
る
問
題
が
惹
き
響

さ
れ
て
'

羅
掲
怯
王
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
讐

散
の
裁
決
に
よ
-
有
名
な
る
ト
ル
ヂ

ご

ノ
ス
億
約
が

1
四
九
四
年
六
月
に
成
立
し

て
･
大
西
洋
の
中
央

(
ァ
ゾ
-
レ
ス
及
び

こ
ア
イ
ラ
嶋
の
西
方
百
リ
ー
グ
の
海
上
を
通
す
る
子
午
線
を
以
て
分
界
顔

L
in
e
of

d
e
m

a

r
c

a

tio
n

だ
し
て
,
是
よ

-
以西
は
西
国
以
兼
は
葡
陶
の
勢
力
範
囲
を
認
め
る
こ
}J
に
な
っ
克
｡

上
に
掲
ぐ
る
地
閲
は

山
五
二
九
年
デ
イ

エ
ゴ
.

ロ
'rt
p
D
ieg
.

R
.
b
er.
が
西
観
王
の
命
を
受
け
て
セ
ブ
苧

ブ
で

作
っ
て
此
の
修
約
の
分
各
線
髪

不
し
た
も
の
で
あ
る
｡
(兼
ビ
鮎
E
を
書
い
た
子
午
線
が
こ
の
線
で
あ
る
)

麓
十
五
･
六
世
紀
に
跨
が
っ
て
葡
西
南
観
の
海
上
挽
槍
が
両
方
面
に
分
れ
る
こ
ど
ゝ
な
っ
た
の
は
政
の
協
定
に
よ

る
重
要
な
る
結
果
で
あ
っ
て
.
大
卒
洋
上
に
西
洋
人
が
現
は
れ
る
に
雷

-
.
葡
人
が
印
度
哲

序
の
方
南
か
ら
兼
印
度

諸
島
に
釆
-

F
商
人
が
磨

い
て
南
米
洲
の
南
端
を
槻
航
し
て
太
平
洋
を
横
断
し
て
呂
宋
に
速
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る

0
1
四
九
五
年

マ
ヌ
エ
ル
大
王
が
簡
閲
王
位
に
即
-
早
.
デ
ィ
ア
ス
の
大
馨
見
後
約
十
年
間
忽
諸
に
附
し
て
西
国
に

一
歩
先
ん
せ
ら
れ
た
桝
を
堅

忍
快
復
せ
ん
だ
し
二

四
九
七
年
ブ
ブ
ス
コ
.
ダ
'
ガ

マ
を
派
遣
し
.
邦
洲
の
蕃

序
の

探
検
を
臓
府
せ
し
め
･
南
緯
三
度
の
メ
リ
ン
デ
ま
で
北
進
L
p
是
か
ら
南
西
倍
風
に
乗
じ
翌
年
五
月
二
十
日
印
度
の

西
岸
カ
-
カ
ッ
ト
に
達
し
た
｡
此
の
流
行
の
結
果
は
雌
の
樽
ま
で
久
し
-
ア
ラ
ビ
ヤ
商
人
の
襲
断
せ
る
印
度
洋
上
9

地
方
に
葡
圃
勢
力
の
侵
入
を
意
放
し
.

1
五
〇
〇
年
ペ
ド
ア
.
カ
ブ
テ

ル

の
有
力
な
る
艦
際
は
武
力
を
用
ゐ
ア
ブ
ビ

ヤ
勢
力
か
品
脚
逐
す
る
計
北
淡
な
-
し
-
.
赤
誠
禅
味
に
扮
他
ら
打
て
偶
然
に
ブ

ラ
ジ
ル
を
敬
見
せ
る
に
止
-
'

7
五
〇
五



年
ダ
ル

メ
イ
が
印
度
副
王
亡
な
っ
て
派
潰
さ
れ
'
ダ
ブ
ケ
ル

ク
之
に
次
ぎ
､

l
五

7
0
年
ゴ
ア
軒
占
術
し
､
閣
ガ
ヅ

コ
ト
ラ

'
オ
ル

ム
ズ
(忽
魯
課
斯
)等
を
占
領
し
て
換
及
並
挨

伯
の
貿
易
変
温
の
格
を
絶
ち
'
東
方
は
了
ク
ツ
カ

ニ

五

二

年
)
を
根
接
地
だ
し
て
碓
ル

ツ
カ
譜
鴫
に
ま
で
進
み
凍

り
.

1
五

7
四
'
五
年
の
充
に
は
支
那
に
到
逢
し
.

7
五

】
七
年
に
は
ダ

ソ
ド
ラ
デ
の

山
大
艦
隊
が
選
ら
れ
.
雌
の
時
養
磯
を
望
み
つ
ゝ
沖
縄
諸
島
に
も
凍
た
ら
し
い
｡

明
史
に
よ
れ
ば
葡
人
(
休
部
機
)
の
使
臣
の
支
那
に
凍
た
の
は
正
徳
十
三
年
二

五

一
八
年
)
で
.
換
門
即
ち
阿
鵜
港

に
根
接
地
を
定
め
た
の
は
地
方
官
民
の
私
刑
を
徒
死
の
で
政
府
の
退
去
せ
し
め
ん
ど
す
る
楽
命
の
行
は
れ
L･{
か
つ
た

瀧
晃
で
あ
っ
た
｡
葦
暦
四
十
l
壷

贋
東
総
督
張
鴨
岡
の
番
人
を
し
て
接
穂
を
轟
逐
せ
し
め
た
僻
の
上
言
に

卑

之
有
換
爽
･
猶
艦
之
敵
背
準

拠
之
有
僚
機
･
滑
虎
之
侍
翼
や

今

7
卦
轟
斥
･
不
費

一
矢
,
此
蛮
天
子
威

極
所
致
.
惟
是
俵
去
而
華
南
存
'
有
硝
億
劫
除
者
p
有
摘
宜
移
之
浪
白
外
洋
.
就
醇
貿
易
者
'

ど
い
ひ
'種
々
の
成
分
薮
は
あ
る
が
結
局
は
之
を
留
め
て
倭
寵
を
防
興
せ
し
め
る
が
よ
い
だ
の
結
論
で
p｢
以
夷
制
夷
｣

の
蜜
常
手
段
ビ
し
て
葡
人
の
襖
門
の
租
借
地
を
明
親
政
雁
が
認
許
し
た
の
で
あ
る
0

葡
人
の
来
遊
し
て
支
那
に
遷
し
た
醇
件
に
件
ふ
耶
蘇
数
の
宣
侍
は
膏
麿
間
南
海
の
航
雌
を
利
用
し
た
南
天
竺
か
ら

の
価
綴
輸
入
や
p
亜
泣
偶
人
の
阿
々
敦
の
輸
入
だ
趣
を

1
に
L
F
而
か
も
そ
の
宣
教
師
等
の
活
動
は
近
世
東
西
変
温

に
特
種
の
色
彩
を
輿

へ
た
｡
簡
閲
の
偉
<

へ
ソ
リ
グ
親
王
常
初
の
目
的
が
貿
易
上
の
勢
力
脆
閲
を
捺
張
す
る
ビ
同
時

に
耶
蘇
数
の
信
仰
か
･j薫
教
徒
の
倣
罪
に
宣
樽
せ
ん
だ
す
る
に
在
っ
て
､
こ
の
精
榊
は
鎗
十
六
世
紀
の
寅
雄
著
聞
に
も

横
拡
し
.
火
舘
を
右
手
に
し
.
亜
典
を
左
手
に
し
て
新
ら
し
い
費
見
地
に
行
動
し
た
｡
こ
の
衆
道
を
代
表
し
た
の
は

新
改
の
分
離
に
よ
っ
て
欧
洲
の
西
北
に
失
っ
た
羅
馬
臨
王
の
勢
力
を
兼
南
の
新
天
地
に
扶
植
せ
ん
}J
し
た
耶
蘇
数
骨

太
平
群
地
域
の
凝
槍
,,閲
蟹

壷

五



地

球

璽

ハ
替

琴

二
糖

真

矢

即
ち
デ

芸

イ
ツ
ト
飯
の
布
教
で
p
そ
の
太
や
洋
岸
に
酪
著
し
た
最
初
の
代
愛
着
が
フ
ラ
ン
ソ
ア
･
ド
･
サ
ブ
葬

式

F

r
a

m
e.
is
d
e

X

a

v
ler

で
あ
っ
た
｡
サ
ブ
弁

工
は

〓
皿
讐

奉

五
月
初
ゴ
ア
に
上
陸
し
･

一
五
四
九
年

夷

文
十

八

年

)
八
月
.i･
五
日
鹿
粗
品
に
戎
著
し
た
｡
但
し
最
初
の
葡
<
ほ
天
文
十
年
七
月
豊
後
神
宮
寺
浦
に
入
っ
た
明
船
に

塔

報
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
O

固 二 筋

滑
陶
で
は
コ

B
ン
ブ
ス
の
新
大
陸
馨
兄
が

あ
っ
て
東
亜
に
蔑
す
る
西
向
敢
短
航
路
の

7

年
が
串
薯
だ
な
っ
た
結
琴

品

目
的
な
蓬
せ

ん
だ
す
る
努
力
は
静
見
者
自
身
の

f
五
〇
二

.
四
年
の
約
四
回
に
帝
い
て
ピ
ン
ゾ
ン

二

五
〇
七
年
)

デ

.

.フ
'

カ
ザ
二

五
〇
八
年
)

牛
が
中
米
の
兼
岸
を
探
検
し
て
西
方
に
出
づ

る
通
路
を
馨
見
せ
ん
だ
試
み
.

.1
五

二
二
年

九
月
ブ
ス
コ
.
ヌ
エ
エ
ス
二
7

.
パ

ル

ポ

ア

B
a
lb
oa
は
パ
ナ

マ
地
峡
を
構

っ
て
初
め
て

太
卒
洋
を
望
見
し
.
此
虚
で
見
た
梅
雨
を
南

挿

怒
ar
d
et
S
.s
n

E
呼
ん
だ
｡
然
れ

ども

:
の
地
峡
を
越
え
て
鹿
舶
を
池
す
る
大
計
蚤



は
四
官
年
の
彼
ま
で
僻月
現
さ
れ
る
鹿
が
閲
け
な
ん
だ
0

こ
の
時
に
常
-
葡
九

f,
ガ
リ
ヤ
ソ
ス
(
マ
デ

モ
フ
ン
)
F
e
r
n
a～
O

d
e
lW
品
a
Zh
抑
es
が
出
で

.

マ

ヌ

皿

ル

王
の
冷
遇

に
不
卒
を
懐
き
.
グ
ル

メ
イ
ダ
の
艦
隊
に
加
は
-
兼
印
度
航
路
に
精
通
せ
る
智
調
の
カ
ス
チ
ル
(
西
国
)朝
廷
に
利
用

さ
る
ゝ
こ
と
に
な
っ
た
の
は
.
ヮ
ス
ボ

ン
朝
廷
ビ
し
て
は
蘭
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
を
失

っ
た
}J
同
じ
過
失
を
再
び
し
た
兜

材
管
用
の
奇
異
な
運
命
k
J
い
ふ
べ
き
で
あ
る
｡

是
に
発
ち
西
国

ソ
リ
ス
.
ピ
ソ
ゾ
ン
の
探
検
二

五

〇
八
年
)
に
よ
-
ブ
ラ
ジ
ル
の
沿
岸
は
今
の
ウ
ル
ガ
イ
図
の
サ

ン
タ
p
マ
リ
ア
角
ま
で
追
跡
さ
れ
て
ゐ
化
の
で
あ
る
が
.
マ

デ

エ
ラ

ン
は

一
五

1
九
年
九
月
二
十
日
サ

ン
.
ル
カ

ル

を
解
渡
し
'
二
〇
年

7
月
ク
｡
プ
ラ
ク
の
河
口
に
至
-
'
十
月
二
十

一
日
魔
女
角

C
a
b
o
d
e
la
s
V
irg
inesに
達
し

是
か
ら
四
週
間
砲
丸
の
屈
-
か
ざ
疑
は
る
ゝ
狭
隈
な
海
峡
を
通
過
し
て
そ
の
西
口
に
出
た
の
は
十

i
月
二
十
八
日
で

あ
っ
た
｡

マ
デ

モ
フ
ソ
は
恕
利
の
海
岸
近
-
を
北
進
し
た
後
に
西
北
に
向
ひ

1
五
二

1
年
三
月
六
日
ラ
ド
ト

B
･ネ
･Tq
'
(
マ
リ

ア
ナ
)
諸
島
の
グ
ア
ム
等
を
藤
見
し
'
フ
卦
ク
ツ
ピ
ン
に
達
し
之
を
サ

ン
.
ラ
ザ
ル
諸
島
だ
呼
ん
だ
｡
然
れ
ど
も
四

月
l
‡

七
日

マ
デ

エ
ラ
ン
は
セ
ブ
封
岸
の

7
小
喚

マ
ク
タ
ン
島
で
セ
ブ
土
人
の
芋
に
光
れ
.
香
料
諸
島
(
巧
ル
ツ
カ
)

に
淫
す
る
能
は
す
､
甲
比
升
セ
バ
ス
チ
ア
ン
ニ

ア
γ
'
カ
ノ
の
ブ
井
ク
･L
プ
ア
紙
が
十
八
名
の
暫

貝
だ
共
に
満
三
年

の
彼
に
も
ど
の
サ
ン
.
ル

カ
ル
猪
に
締
着
し
て
.
最
初
の
政
界
過
風
に
成
功
し
た
｡
雌
の
費
鬼
の
結
果
だ
し
て

1
五

七

1
年
に
マ

ラ
フ
路
が
南
海
に
於
け
る
閣
隣
勢
力
の
根
櫨
地
だ
し
て
設
け
ら
れ
る
こ
}J
に
な
っ
た
｡

葡
西
両
国
の
関
係
は
西
国

フ
卦

リ
ッ
プ
第
二
位
が
葡
闘
王
冠
要
求
に
勝
ち
葡
観
を
併
呑
す
る
の
成
術
を
蒸
し
.

1

太
平
群
地
域
の
探
検
ー寸}閃
蟹

恵

七



地

球

第
六
傘

璽

二
親

裏

八

六

六
C
年
葡
観
に
革
命
が
起
-
ブ
ラ
ガ

ン
ザ
零

が
デ
ヨ
ア
レ
第
四
低
ビ
払
っ
て
王
位
に
昇
る
ま
で

蒜

鹿
軍
が
止
み

尭
印
度
に
於
い
て
葡
図

り試
み
た
植
民
貿
易
の
政
策
に
大
腿
鉄
を
生
じ
､
再
び
起
つ
こ
さ
が
出
凍
な
ん

だの
は
触
惨

で
あ
る
O
之
に
反
し
て
西
国
は

一
五

二
ハ
年
カ
ル

ロ
ス
麓

!
世
即
位
の
綾
燭
逸
皇
帝
に
選
ま
れ
て
カ
ー

〝
第
五
枚
ど

な
り
,

7
五
五
六
年
太
子
フ
弟

リ
ッ
プ
舘
二
世
が
之
に
嗣
い
だ
間
の
国
運
は
隆
々
だ
し
て
.
遵
守
和
露
智
刑
西
印
度

フ
p
リ
グ
二

五
二
〇
.
四

〇
年
間
)
等
を
占
有
し
･
屡
棚
園
に
提
ち
償
数

S
笠
幡
を
つ
だ
め
'
セ

ル

ブ
フ
ン
グ
ス
.

ブ
ラ
フ
ス
ケ
ス
等
の
文
歯
名
家
の
出
た

f
時
期
を
成
し
た
｡
戯
れ
で
も
ブ
井
リ
ッ
プ
第
二
世
の
晩
年
は
西
国
々
運
の

下
-
医
を
意
放
し
二

五
八
七
年
に
ド

レ
ー
ク
の
襲
撃
を
受
け
て
カ
デ
ス
港
が
焼
か
れ
二

五
八
八
年
に
ぞ

フ
ソ
ド

ア
ル

T,Aダ
が
金
城
し
て
海
上
の
覇
槽
は
そ
り
手
を
離
れ
つ
ゝ
あ
っ
た
｡

葡
西
南
観
の
面
上
競
軍
が
第
十
六
､
七
開
世
紀
に
宜
-
東
印
度
を
中
心
だ
し
て
術
は
れ
つ
～
あ
っ
た
間
に
.
稗
後

れ
て
地肌
軍
に
加

っ
た
の
は
英
蘭
開
園
で
あ
っ
て
L
葡
人
の
喜
望
峰
鋤
航
路
だ
西
<
の
南
米
租
航
路
だ
に
射
し
て
'
別

に
航
路
を
求
め
る
に
は
験
す
所
は
陳
亜
大
陸
の
氷
沖
に
沿
ふ
た
北
東
通
路

N
ortheast
P
a
S
S
ag
e

だ
北
兼
洲
の
氷

海
に
沿
ふ
た
北
西
通
路
あ
る
の
み
｡
故
に
第
十
六
低
紀
に
英
国
か
ら
櫨
装
し
た
探
検
船
は
北
大
西
洋
の
東
西
前
側
に

治
ふ
て
進
み
北
極
探
検
の
歩
を
進
む
る
功
槙
は
あ
つ
た
が
'
東
洋
に
到
達
す
る
糧
路
を
馨
見
す
る
に
垂
ら
な
ん
だ
｡

英
国
の
浄
上
に
於
け
る
蓉
展
の
第

1
渉
は
プ
ラ
ソ

シ

q
p
ド

レ
ー
ク
の
ペ
リ
カ
ン
能
の
世
鼎
過
杭
で
あ
っ
た
o
ド

レ
ー
ク
は

嘉

七
七
年
十
1
万

十
三
2-
フ

-
言

を
馨
し
.
翌
年
九
月
廿
五
日
マ
デ

モ
フ
ソ
海
峡
を
通
過
し
'
是
よ

h
北
緯
四
八
此位
ま
で
繭
米
削
川西
膵
を
北
進

L
l
五
七
･七
舷
丁九
月
甘
五
日
督
料
紙相
島
に

達
し

､
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
島
の
滞
日岸



テ
ル
ナ
チ
の
骨
長
.fJ
T
芋

Z
手
供
給
の
契
約
を
.結
び

;
五
八
〇
年
九
月
こ
サ
ムハ
=
基
観
に
帖抑
著
し
た
｡
助
の
間
隙
の

成
功
に
次
ぎ
カ
ブ
エ
ソ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
第
二
の
倣
罪
過
航
二

五
八
六
'
八
八
年
)
が
あ
っ
て
.
大

ア
ル
¶
ダ
の
磯
城

･,yJ
柵
倹

っ
て
英
閑
々
族
が
太
申
洋
上
に
翻
る
こ

｣ヾ
ゝ
な
っ
た
｡
而
し
て
海
上
膝
の
愉
碇
の
決
せ
ら
る
ゝ
際
に
起

っ
た

事
件
中
注
意
す

べ
き
は

一
五
九
二
年
ヲ
ル

タ
ー
､
ク
レ
ー
の
指
揮
の
下
に
行
動
し
た
バ
ー
ロ

ー
の
ア
ゾ
レ

ス
島
に
埋

伏
し
て
西
問
東
洋
航
海
に
徒
事
す
る
葡
圃
舶

マ
ド

レ
'
デ
'
デ
オ
ス

き
a
d
re
d
e
D
eos
枕
を
捕
獲
し
写

j
亡
で
あ

っ
た
｡
此
の
船
は
九
月
七

日
ダ
ー
ト
マ
ス
に
曳
き
込
ま
れ
た
が
'
レ
ヂ

ソ
ホ
ー
ル
に
提
出
さ
れ
た
薗
標
目
強
に
よ
れ

ば
長
さ
宵
六
十
五
尺
千
六
百
境
の

互
船
で
香
料
薬
品
絹
織
物
カ
リ
n
等
少
-

も
十
五
番
碑
だ
評
慣
さ
れ
た
貨
物
を
積

載
し
て
ゐ
化
｡
英
人
は
雌
の
薗
牡
に
よ
っ
て
初
め
て
多
年
知
ら
ん
だ
渇
望
せ
る
東
洋
戯
易
の
秘
密
の
兜
を
握

っ
た
の

で
あ
る
0

マ
ド

レ
･デ
｡
ヂ
オ
ス
販
薗
縫
線
四
年
に
ウ
ッ
ド
の
ベ
ア
舞
が
櫨
装
さ
れ
.

1
五
九
六
年
七
月
頃
出
費
し
た
が
竿
絵

に
し
て
海
員
が
病
死
し
て
四
名
ど
な
-
'
そ
の
唯

山
人
が
ブ

エ
ル
ト
P
タ
コ
に
着
せ
る
の
み
で
金
-
発
散
に
蹄
し
.

啓

い
て
倫
敦
商
人
及
び
国
際
者

A
d
v
enturers
の
組
織
す
る
東
印
度
貿
易
を
目
的
}J
す
る
骨
敵
の
創
立
が
企
て
ら

れ
て
p
デ
ヨ

ソ
.
ラ

ン
カ
ス
タ
ー
の
赤
鶴
既
が

〓
ハ
0
0
年
二
月
十
三
日
ク
-
ツ
チ
薄
よ
-
解
潰
し
.

〓
ハ
〇
三
年

九
月
十

1
日
志
な
-
ダ
タ
ン
ス
に
締
着
L
Y
初
め
て
成
功
の
曙
光
が
認
め
ら
れ
た
O
助
の
探
検
船
の
出
敬
だ
同
年
に

魯
政
の
創
立
が

ヱ
ス
ト
ミ
ン
ス
ク
I
で
調
印
さ
れ

T
he
G
o
uv
ern
o
u
r
an
d
C
o
m
p
a
n
y
o
f
m

erchantso
f
L
o

ndon
T
ra
d
in
g
in
to
th
e
E
a
st
ln
d
ie
s
ビ
い
ひ
､

十五
年
間

エ
リ

ザ

ベ
ス
女
真
の
特
許
を
得
る
筈
で
あ
っ
た
.

是

が彼
に

一
七
〇
八
年
に
至
っ
て

U
n
ited
C
om
p
a
ny
of
m

erch
a
ntso
f
E
n
g
l
and
T
ra
d
in
g
t
o
t
he
E
as
t

に
令
併
さ
れ
て

､
世
界
的
植
民
帝
国
建
設
の
礎
石
を
成
し
た
の
で
あ
る
｡
(
宋
完
)

太
平
搾
地
域
の
撰
投
tJ開
密

忘

れ


